
テープを張った反対から小型顕微鏡で観察  



小型顕微鏡（×100）すすかび病菌 



小型顕微鏡（×200）すすかび病菌 



すすかび病菌初発（子座と分生子柄） 
×100            ×200 



小型顕微鏡（×100）葉かび病菌 



小型顕微鏡（×200）葉かび病菌 



小型顕微鏡（×100） 
すすかび病菌      葉かび病菌 



トマトうどんこ病 



うどんこ病菌 
×100            ×200 



イチゴナミハダニ 



発生予察事業の調査で活用 



現場での活用 

• 現地調査から持ち帰って確認していたことが、その場で済ますこと
ができる可能性がある。 

– 観察中に顕微鏡で確認するのではなく、発病株から病斑を5小
葉程度集め、観察後にそのほ場で検鏡してはどうか。 

• 葉かび病抵抗性品種に発病した

斑点性病害が、すすかび病か葉

かび病か診断するのに、小型顕

微鏡は大変便利である。 

 

• トマトサビダニなど虫害でも活用

できる。  

イチゴのハダニを観察 



トマト葉かび病抵抗性品種に感染する
葉かび病菌新レースの早期発見対策 

現場での活用事例 



• 葉かび病と診断された場合は、発病葉を葉かきし、ビ
ニール袋に密封廃棄 

• その後、ペンチオピラドを散布、さらに1週間後に、TPN、

キャプタン、イミノクタジンアルベシル酸塩のいずれかを
散布 

• 葉かび病の症状を認めた場合は、小型顕微鏡を用いて速
やかに診断を実施 

• 診断結果を関係機関で情報共有 

• 初動対応に向けて、関係機関（JA、普及センター、防除
所、研究所）で対策会議の実施 

• 葉かび病発生実態調査の実施 
• ほ場で小型顕微鏡を用いて即診断 

• 持ち込まれたサンプルを小型顕微鏡を用いて手分
けして診断 

• レース9の情報が速やかに収集される体制を構築するた
め、パンフレットの配布 

新レース 
早期発見 
体制の構築 

症状発見時 
の対応 

新レースで
あった場合の
初動対応 



トマトすすかび病に防除効果

のあるTPNや、マンゼブは、トマ

ト葉かび病にも効果が期待で

きる。 

葉かび病菌レース9が顕在化

する前の予防対策が大事。 

抵抗性遺伝子だけに頼ると、

新レースの発生！ 

殺菌剤だけに頼ると、耐性菌

の発生！ 

両者を組み合わせることで、

問題の発生を遅らせ、重傷化

を避けることが重要。 

農家に配布されたパンフレット 



最後に 

都道府県によって主要作物は異なり、また重要病害虫も異

なる。 

地域によって、調査の重み（調査時間、必要な精度）は異

なってくる。 

現場の農家に役立つ情報を、今後も発信するためには、ど

の作物の、何の病害虫を、どこの調査地点で調べるかの選

択が、地域ニーズと一致することが求められる。 

そのための1手段として、小型顕微鏡の活用が参考になれ

ば幸いである。 


